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大学名 時間 得点 アシスト 種類 時間 得点 アシスト 種類

立命館大学 19 9 8 FG

天理大学 30 11 6 FG

立命館大学 35 17 11 FG

立命館大学 57 6 - PC

天理大学 59 2 26 PC

天理大学 66 2 8 PC
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SO戦 1 2 3 4 5 合計
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第35回全日本大学王座ホッケー決定戦
補助記録・戦評

前半 後半
前半
PS

後半
PSPC

立命館ホリーズスタジアム

2016年7月3日、気温32度の炎天下の中平成28年度全日本大学ホッケー王座決定戦の決勝戦、立命館大学VS天理大学の関
西同士の試合が、立命館大学のセンターパスにより開始された。試合開始早々、立命館大学は素早いパス回しとカウンター
からチャンスを狙う。対する天理大学はFWの早いプレッシャーとロングパスを駆使し、ゲームを組み立てる。決勝らしい激しい
攻防が続く。試合が動いたのは19分、立命館大学の＃８亀井が放ったゴール前のボールに＃９三浦が反応した綺麗なタッチ
シュートがゴールに突き刺さり、先制をする。その後、反撃を狙う天理大学は３０分、一瞬の隙を突いたボールに＃１１杉野が
反応してタッチシュートを決め、試合を振り出しに戻す。このまま前半が終了するかと思ったが、35分に立命館大学の＃１１渡
辺が左サイドからドリブルで相手を華麗にかわし、そのセンターリングを＃１７近藤が決め、２－１の立命館大学リードで前半
が終了。後半が開始され、開始早々にそのまま前半の流れで、立命館大学がPCを取得し、強烈なフリックシュートを放つも、
天理大学の＃１吉川のナイスセーブにより得点には至らない。反撃を狙う天理大学は50分にPCを取得するが、枠外に外れ
チャンスをものにできない。逆に、57分立命館大学がPCから＃６大堀の豪快なフリックシュートがゴールに突き刺さり追加点を
あげる。天理大学はそのPCでキーパーが怪我をするハプニングがあり、パワープレイ状態になるも、59分にPCから＃２山田
の気迫のこもったシュートで得点し、一気に天理大学ペースに持ち込む。66分にまたも天理大学はPCから＃２の山田が決め
同点に追いつくことに成功。結局勝負はSO戦へもつれ込んだ。SO戦は最後に、主将の＃９山水が決めて５－３で天理大学
が、劇的な逆転勝利となった。
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